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ASC CoC モジュール 1.1 日本語版 アップデート

ASC CoCモジュールに対する、食品安全
要件の延長を受けて、ドキュメントがバージ
ョン1.1にアップデートされました。それに伴
い、日本語版も更新しました。主な変更
点は以下となります。
• 5.7.2.1項及び7.3.1項における食品
安全要件の猶予期間の追加

• MSC CoCプログラム文書改訂版との
再調整

• 食品安全免責量基準値への「または
取り扱う」の追加

• ガイダンス4.4.2への「場合がある」の追
加、ハイパーリンクの更新

※ホームページ上のリンクは、 2023年6月時点
では、 バージョン1.1に更新されておりません。近
日中にアップロードされる予定ですので、それまで
は以下のリンクをご参照ください。

ASC CoC モジュール v1.1(日本語) :
https://asc-aqua.org/wp-content/uploads/sites/9/2023/06/ASC-CoC-Module-v1.1-final.pdf

ASC CoC モジュール v1.1(英語): https://asc-aqua.org/wp-content/uploads/2023/05/ASC-CoC-
Module-v1.1-FINAL-15-May-2023.pdf

食品安全要件の延長記事:https://jp.asc-aqua.org/news/ascs-chain-of-custody-module-becomes-
effective-end-of-may-food-safety-requirement-extended-to-2024/
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KDEプロジェクトでエビ養殖における
デジタル・トレーサビリティの新境地へ
ASCは、サプライチェーン・トレーサビリティ（追跡可能性）のデジタル化、ASCのキー・データ・エレメント
（KDE）プロジェクトに取り組んでいます。ASC認証のエビ製品を対象としたこの画期的なプロジェクトでは、テ
クノロジーを活用して製品の商流を追跡し、透明性を高めるという目標があります。

このプロジェクトでは、養殖場や飼料供給元から製品の加工、梱包、小売への輸送までの主要なデータをデジ
タル化するためのソフトウェアを開発しました。製品が移動するにつれて、固有のコードを使用してデータがサプラ
イチェーンの企業間でデジタルに伝達されます。

目標達成に向けて、サプライチェーンの企業パートナーや利害関係者、水産物トレーサビリティの標準を推進す
る団体と連携し、プロジェクトの整合性を確保し、成果を共有する取り組みを行っています。これにより、小売業
者は養殖の産地やサプライチェーンのデータを透明化し、より厳格なプログラムを実現することが可能になります。

ニュース全文はこちらから

このプロジェクトにより、水産物のト
レーサビリティが向上し、消費者に
対してより信頼性の高い製品情報
が提供されることが期待されます。

https://jp.asc-aqua.org/news/asc-pioneers-digital-traceability-for-shrimp-through-its-key-data-elements-project/


エクアドルにおいて第２回シュリンプサミット
開催報告
ASCはエクアドルのエビ生産者団体SSP（Sustainable 
Shrimp Partnership）と昨年に続き2回目となるシュリンプサ
ミットを今月共同開催しました。このサミットは、エクアドルのASC認
証エビの養殖場、加工場、飼料工場の取り組みを紹介するために
企画され、アメリカ、日本、イギリス、フランス、ドイツ、スペイン、ポル
トガルなどの主要なマーケットからバイヤーの方々を中心に参加いた
だきました。
現在エクアドルは世界最大のバナメイエビの生産国であり、中国、
アメリカやヨーロッパなどを中心に輸出をおこなっています。2022年
には、エクアドルは100万トン以上のエビを66カ国に向けて輸出し、
国の経済に67億ドルもたらしました。またエクアドルは世界のASC
認証エビ生産量の約40%を占めており、その恵まれた環境と設備
投資の充実を背景に今後も拡大の余地があると期待されています。
ASCは今後もASC認証水産物の重要生産地とマーケットを近づ
ける機会を設けるため、他の生産国や魚種においても同様のサミッ
トを企画予定ですので、追って皆さまにご紹介して参ります。



企業数 養殖場数 生産企業・漁協 所在地 魚種 ラテン名（英語名） 認証状
態（取得順）

1 2 宮城県志津川漁協戸倉 宮城県 牡蠣 Crassostrea gigas 取得(Pacific cupped oyster )

2 3 黒瀬水産 （日本水産） 宮崎県 ブリ Seriola quinqueradiata 取得(Japanese amberjack)

3 1 グローバルオーシャンワークス 鹿児島県 ブリ Seriola quinqueradiata 取得(Japanese amberjack)

4 3 宮城県漁業協同組合 石巻地区支所・石巻湾支所・石巻市
東部支所 宮城県 牡蠣 Crassostrea gigas 取得(Pacific cupped oyster )

5 1 マルハニチロAQUA アクア事業所 上浦漁場 大分県 ブリ Seriola quinqueradiata 取得(Japanese amberjack)

6 1 ユーグレナ 沖縄県 ユーグレナクロレラ
Euglena gracilis (Euglena)

取得Chlorella sorokiniana 
(Chlorella)

7 5 鹿児島県東町漁協 鹿児島県 ブリ Seriola quinqueradiata 取得(Japanese amberjack)

8 1 マルハニチロAQUA 奄美事業所 久根津漁場 鹿児島県 カンパチ Seriola dumerili 取得(Greater amberjack)

9 1 ジャパンサーモンファーム 青森県 ニジマス Oncorhynchus mykiss 取得(Rainbow trout)

10 1 FRDジャパン 千葉県 ニジマス Oncorhynchus mykiss 取得(Rainbow trout)

11 1 マルキン 宮城県 銀鮭 Oncorhynchus kisutch 取得(Coho salmon)

12 1 ダイニチ 愛媛県 マダイ Pagrus major 取得(Red seabream)

13 2 弓ヶ浜水産株式会社 鳥取・新潟 銀鮭 Oncorhynchus kisutch 取得(Coho salmon)

14 1 熊本県海水養殖漁業協同組合 熊本県 マダイ
Pagrus major 

取得(Japanese seabream)

15 19 宮城県漁協北上町十三浜支所青年部グループ 宮城県 ワカメ・コンブ Undaria pinnatifida (Wakame) 取得
Laminaria japonica (Kelp)

（16） 1 東町漁協獅子丸水産 熊本県 マダイ Pagrus major 審査中(Japanese seabream)

国内ASC養殖場認証取得数
2023年6月1日現在、国内養殖場の認証取得状況をお知らせします。※ 認証単位の定義が変わりました。

43 養殖場（１5件） 審査中養殖場：1養殖場（1件） ★ウェブサイトからもご覧いただけるようになりました★

https://jp.asc-aqua.org/find-a-farm/


認証済および審査中の養殖場

2023年6月1日現在



魚種別による認証生産量

2023年6月1日現在



ASC認証データ
• ASC養殖場認証取得者数
世界：2002 （前年 1723 ）
国内：43* （前年  81  ）

   ※ 認証単位の定義が変わりました。

• ASC CoC認証取得者数（標準）
世界：2927（前年 2815）
国内：188 （前年  173 ）

• ASCロゴ付き消費者向け製品数
世界：26,871 製品

   国内：585 製品

2023年6月1日現在

CoCリスト

こちらより
ダウンロードできます

ASC商品を取り扱っている国内のCoC企業
（188社）6月1日現在
日本語のCoCリストを作成しましたので、ご
興味のある方はダウンロードしてください。

https://jp.asc-aqua.org/wp-content/uploads/sites/9/2023/06/202306-CoC-Species.pdf


ASC認証に関する商品/メニュー/サービス 
PR コーナー開始

毎月のニュースレターに、商品/メニュー/サービスに関するPRコーナーができました。CoC認証を取
得している企業や認証水産物に興味のある企業の担当者全員へ送っているので、主要マーケット
へダイレクトに宣伝することができます。
毎月、先着順にて掲載させていただきます。この機会に是非ご利用くださいませ!

【お申し込み方法】
ご希望の方は以下のファイルに必要情報を記入し商品や参考画像と共にお送りください。
https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2020/06/ASC-Product-PR-Sheet.xlsx
担当: 松井(daisuke.matsui@asc-aqua.org)

https://www.asc-aqua.org/wp-content/uploads/2020/06/ASC-Product-PR-Sheet.xlsx
mailto:daisuke.matsui@asc-aqua.org


自然食品F&F、安心堂

商品PR

自然食品F＆Fは、関東を中心に28店舗を運営しており、全国各地の直接契約農家から送られ
てくる新鮮な野菜・お米をはじめ、無添加の調味料、お弁当・お惣菜、手作りパンなど美味しく安
心安全な食材がそろうお店です。宮城県産のASC認証わかめのお取り扱いを開始しております。
また、専属の特産品ハンターがメディアや市場調査、ネット検索、紹介などあらゆる手段を使って、
これぞという逸品を探して販売している通販サイトで、安心堂では、ASC認証ブラックタイガーが販
売されております。

自然食品F&F
https://www.shizensyoku-ff.com/
※ASC製品のお取り扱いのない店舗もございます。

安心堂
https://anshindo-d.com/

https://www.shizensyoku-ff.com/
https://www.shizensyoku-ff.com/
https://www.shizensyoku-ff.com/
https://anshindo-d.com/


ASC（水産養殖管理協議会）ジャパン
https://jp.asc-aqua.org/

このニュースレターに関する問い合わせ先
担当：川田 直美

Email: naomi.kawata@asc-aqua.org
記事を二次利用されたい方は、お問い合わせください

※配信停止をご希望の方は、送信元へ「配信停止」とご連絡ください。

https://jp.asc-aqua.org/
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.org
mailto:naomi.kawata@asc-aqua.corg?subject=Unsuscribe
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